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口絵 ：モホロビチッチの地震計
： ̌ ́’

図 　 モホロビチッチの肖像 ）．

　 č ć ）

　クロアチアが誇る地震学者アンドリヤ・モホロビチッチ č ć ‒ は， 年に世界で初めて
地殻/マントル境界（モホ面）の存在を検知した．ザグレブ大学地球物理学教室には，彼が実際その時に用いた地震計
がまだ稼働状態で保存されており，また彼が使ったオフィスの調度品も展示されている．

図 　モホロビチッチが用いた机・椅子，タイプ
ライター，電話など（ザグレブ大学地球物
理学教室モホロビチッチ記念室）．
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図 　 水平動振動型地震計．
正面上部にある回転式の黒い布に地震波が記録
されるように作られている．この布は石墨塗布
型で，何度も再利用される．

　

詳細は解説（磯﨑 本号 ‒ ）を参照．
（磯﨑行雄　 ）
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口絵 ：モホロビチッチが残したもの
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詳細は解説（磯﨑 本号 ‒ ）を参照．
（磯﨑行雄　 ）

図 　上下動振動型地震計．
　

図 　最初に地殻/マントル境界の存在を指摘した
年印刷の記念碑的論文の表紙．この論文

はザグレブ気象台の紀要にクロアチア語とドイ
ツ語で書かれた．
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図 　図 の論文で解析された 年 月８日におきた
クパ谷地震の走時曲線（ ）．
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図 　
モホロビチッチの名前にちなん
だ地ワイン．ラベルに地球の
断面図が示されていることに注
目．
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　 年はモホロビチッチ生誕 年を祝う年
であった。クロアチア出身の地震学者モホロビ
チッチ（ č ć ‒ 口絵
‒図 ）の名前を知らぬ地学者はいないだろう。
年に地元で地震がおきた際にその地震波の

伝搬パタンを解析し，通称モホ面と呼ばれる地球
の地殻/マントル境界の存在を世界で初めて明ら
かにした人物だからである。近年，探査が進みつ
つある火星でも地殻/マントル境界はモホ面と記
述されている。モホロビチッチは，電磁気学の
ニコラ・テスラと並んでクロアチア人が誇りとす
る世界で著名な科学者である。
　地質調査のためクロアチアの首都ザグレブに滞
在した際に，モホロビチッチが使った地震計が保
存されているという噂を耳にしたので，予約も取
らずにザグレブ大学地球物理学教室を訪れた。ぶ
しつけな訪問にも関わらず，一般公開されていな
い「モホロビチッチ記念室」を教室スタッフは親
切に開陳してくれた。そこにはモホロビチッチが
ザグレブ気象台で実際に用いた気象観測の機器，

彼の机・椅子，タイプライター，電話などが保存
された部屋（口絵 ‒図 ）があり，また別室に件
の地震計が可動状態で他の観測機器類とともに保
管されていた（口絵 ‒図 ，口絵 ‒図 ）。
　 世紀初頭の科学研究の中心はオーストリア・
ハンガリー帝国のウィーンやプラハにあった。

（ ）ほかによれば，プラハ
大学でエルンスト・マッハ等から数学/物理学を
学んだモホロビチッチは，地元の高等学校で教鞭
をとった後，ザグレブ気象台へ移り地道な観測を
続けた ）。地方向け天気予報を日刊新聞に掲載す
る習慣は彼が始めたのだそうだ。その中で，大気
が水平軸にそって回転することで雲が発生する機
構など重要な発見をしている（ ć
ć ）。彼が 歳代半ばで研究主題を気

象から地震へ移したのは，当時クロアチアで頻発
した局地的地震に関係していたと想像される。
　ザグレブ気象台に当時最新鋭の 水平
動振動型地震計が導入された直後の 年にザ
グレブ南東のクパ谷で地震がおこり，そのデータ
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解析が歴史に残る成果を導いた（ ć
口絵 ‒図 ， ）。巨大な 地震計は総重
量が トンもあり，地震波計測時の不動点には
非金属の重い物質バライト（ ）の塊が用い
られていたのが印象的だった。
　ほんの 年くらい前まで戦渦に苦しんだ旧
ユーゴスラビア諸国であるが，ヨーロッパ世界と
イスラム世界との狭間という歴史的・地勢的刺激
のせいか，クロアチアだけに限っても興味深い科
学技術開発の伝統がある。例えば，日用品では万
年筆やメカニカルペンシルが，そして非日常の軍
事用品ではパラシュートや魚雷がクロアチアでの
発明品なのだそうだ。ちなみにあの日射量変動周
期で有名な ミランコビッチはクロアチア生ま
れのセルビア人である。
　ザグレブを辞する時に友人が土産に持たせてく
れたのがブルーベリーで作った地元のワインだっ
た（口絵 ‒図 ）。そのラベルには，地球の断面
図とモホロビチッチの肖像が描かれていた。さ
て，日本で地酒に名前を残す地学者は誰であろう
か。さしずめ地震学関係なら大森房吉や和達清夫
か，はたまた次世代型超高感度地震計アクロスの

作成者など，その候補かもしれない。
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